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１．１　組織の概要

１） 名称及び代表者名
株式会社県央資源センター
代表取締役社長　白井　史人

２） 所在地
本　　　社 神奈川県綾瀬市早川 3085番地　　　　
早川置場 神奈川県綾瀬市早川 1909番地

３）
責任者
担当者 業務マネージャー　東條徳浩

電子メール　kikaku@kenoh-shigen.co.jp

４）

産業廃棄物収集運搬業
一般廃棄物収集運搬業
再生資源物回収業

５） 事業の規模
事業年度 2月～1月

単位 令和2年 令和3年 令和4年

億円 3.9 4.0 4.3
人 32 30 30
㎡ 29420 29420 29420

１．２　対象範囲

１） 対象範囲　       　「１．１　２）所在地」に記載

２） 活動範囲　　  「１．１　４）事業活動内容」に記載

３）  レポートの対象期間及び発行日 表紙に記載

（１）法人設立年月日：
（２）資本金：

1

1. ３　情報公開項目

1985年3月
4500万円

延べ床面積

１．組織の概要,対象範囲

環境管理の責任者及び担当者連絡先
取締役　　　　　　　　岩永　雅広 TEL：090-4910-1640

TEL：090-7250-3439

事業活動内容

売上高
従業員
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神奈川県 産業廃棄物収集運搬業

(優良認定取
得)

第01402034276号

産業廃棄物収集運搬業

第13-00-034276号

千葉県 産業廃棄物収集運搬業

(優良認定取
得)

第01200034276号

産業廃棄物収集運搬業

第01100034276号

産業廃棄物収集運搬業

第02201034276号

特別管理産業廃棄物収集運搬業（積替保管施設なし） 許可の年月日 平成29年6月28日

許可番号  第01452034276号 許可の有効期限 令和6年6月27日

× × 〇 〇 〇

× × × 〇 〇 〇

× × × 〇 〇 〇

〇 〇 〇

× × × 〇 〇 〇

× × × 〇 〇 〇

〇 〇 〇

× × ×

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

× × × 〇 〇 〇

× × × × ×

× × × × ×

2

許可地区、許可番号、許可区分、廃棄物の種類（許可年月日、今日の有効期限）

（３）許可の内容

〇 〇

許可年月 有効期限

〇 〇

許可地域

産業廃棄物収集運搬業許可取得内容

※積替保管ナシ

〇 取り扱い廃棄物品目　　　　◎（石綿含有産業廃棄物を含む）
●（水銀使用製品産業廃棄物又は水銀含有ばいじん等を含む）

産業廃棄物の種類

〇 〇 〇 ◎

〇 〇 〇 〇 〇

◎ ◎〇 〇

〇

〇 〇

◎ ◎〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇
〇
●

〇
●

〇
●

◎
〇
●

〇 〇 〇
◎
●

〇 〇

〇〇
〇
●

〇

〇
〇
●

〇
●

〇 〇

〇
〇
●

◎
●

◎
●

〇
〇
●

令和5年6月20日

平成30年7月11日 令和5年7月10日

年月日年月日

許可番号

東京都

埼玉県

静岡県

平成29年9月29日 令和6年9月28日

平成29年9月19日 令和6年3月31日

平成30年11月22日 令和7年10月14日

平成30年7月25日

〇
●

〇
●

特別管理産業廃棄物の種類　 〇取り扱い可能　×取り扱い不可

神奈川県

特別管理産業廃棄物　　　※積替保管ナシ

ダイオキシン類

1.4-ジオキサン

セレン、その化合物

ベンゼン

チオベンカルブ

チウラム

チウラム

1,3-ジクロロプロペン

1,1,2-トリクロロエタン

1,1,1-トリクロロエタン

シス-1,2-ジクロロエチレン

ポリ塩化ビフェニル

シアン化合物

砒素、その化合物

六価クロム化合物

有機燐化合物

鉛、その化合物

カドミウム、その化合物

水銀、その化合物

1,1-ジクロロエチレン

1,2-ジクロロエタン

四塩化炭素

ジクロロメタン

テトラクトロロエチレン

トリクロロエチレン

廃
ア
ル
カ
リ

廃
酸

汚
泥

廃
油

燃
え
殻

ば
い
じ
ん

鉱
さ
い



許可の年月日 許可の有効期限

綾瀬市 令和3年7月4日 令和5年7月4日 綾瀬市指令リ第16号 一般廃棄物

海老名市 令和4年4月1日 令和6年3月31日 海老名市指令第67号 一般廃棄物

座間市 令和4年4月1日 令和6年3月31日 座間市指令資第432-29号 一般廃棄物

藤沢市 令和4年4月1日 令和6年3月31日 藤沢市許可第1号77 一般廃棄物

寒川町 令和3年7月1日 令和5年6月30日 寒川町指令環第24号 一般廃棄物

 愛川町 令和4年4月1日 令和6年3月31日  愛川町第1-17号 紙類・剪定枝

厚木市 令和4年4月1日 令和6年3月31日 厚木市指令第151号 一般廃棄物

 大和市 令和4年4月1日 令和6年3月31日 大和市許可番号第227号 一般廃棄物

（４）施設状況：

4ｔアーム車 2 営業車 2

4ｔ平台車 1 商用車軽トラ 2

3ｔ平台車 4 商用車バン 1

2ｔ平台車 1 油圧ショベル（ユンボ） 1

4ｔパッカー車 1 フォークリフト 1

3ｔパッカー車 5

2ｔパッカー車 2

事業年度

2021

2022 1,478

3

一般廃棄物収集運搬業許可取得内容

その他車輛

2,713

保
有
車
両

市　町　村

一般廃棄物運搬量（ｔ）

（５）処理実績：環境への負荷の自己チェック、別表②受託した産業廃棄物の運搬量

許　可　書　番　号
営　業　許　可　期　間

収集運搬車両

産業廃棄物運搬量（ｔ）

一般廃棄物の種類

　収集運搬業：運搬車両の種類と台数

2,516 1,617
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代表者

委員

環境管理責任者 事務局長 兼任

部門責任者 担当 岩永　雅広

事務局長

プラスワン事業部門

２.　実施体制図

取締役 岩永　雅広

EA２１委員会

委員長 代表者 EA２１事務局

環境管理責任者

環境経営システム実施体制図

代表取締役 白井　史人

収集運搬部門 管理業務部門

部門責任者 部門責任者 部門責任者

従業員　　　　1名 従業員　18名 従業員　　　　4名

緒方 東條・田尾 勝海・佐藤

役割、責任及び権限表

対象者 役割、責任・権限

代表者

　・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。

　・環境経営に関する方針（環境経営方針）を定め、誓約する。

　・効果的で必要十分な実施体制を構築し、役割、責任及び権限を定める。

　・環境経営に必要な資源（人・もの・資金・情報）の用意する。

　・環境経営全体の取組状況を評価し、総括的見直し、必要な指示を行う。

環境管理責任者

　・環境経営目標、環境経営計画の作成・承認及び社内周知

　・全社組織へのEA21活動実施の統括

　・EA21活動結果全体のとりまとめ承認及び代表者への報告

　・内外環境コミュニケーションへの対応

　・問題点の是正処置の統括

EA21委員会
　・環境経営方針等決定事項の社内伝達

　・EA21活動に関する協議、意見交換

EA21事務局
　・環境管理責任者の補佐

　・EA21活動に関する事務

従業員
　・環境経営目標、環境経営計画等に基づくEA21活動の実施

　・EA21活動に関する提案

部門責任者

　・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画内容の部門内周知

　・部門内EA21活動の実施指揮及び部門内EA21活動結果のとりまとめ

　・問題点の是正処置、予防処置の実施
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▶

5

代表取締役　白井 史人

株式会社　県央資源センターは、お客様の元で不要になった一般廃棄物及び産業廃棄物の収集運搬業務を通じ廃棄物の適正処理を
図るとともに、回収資源の必要ニーズに沿ったリサイクル事業をご提供させて頂くことにより、経済活動と環境保全とが調和した、完全
資源循環型社会の実現に向けて、日々貢献・努力してまいります。

当社は、循環型社会実現への基盤を支える企業として、地球環境への負荷軽減を図るとともに、当社の活動・製品・サービスを通して、
多くの方々に役立つように、地球環境に配慮した企業活動を行います。

１．当社の活動、製品、サービスがかかわる環境側面と経営重要課題を常に認識し、環境負荷の低減と生産性の向上を推進するとと
もに、環境マネジメントと経営マネジメントの融合性を計りシステムの構築・実施・維持し、継続的改善に努めます。

２．当社の活動、製品、サービスにかかわる関連法規、規制、及びその他の合意事項を遵守します。

３．当社は、以下を環境マネジメント及び経営マネジメント（活動、製品、サービス）の重点テーマとして、持続可能な組織運営に取り組
みます。

②	ボトムアップ型内部コミュニケーションの推奨

⑤	環境関連企業としてブランデイングイメージの確立

４．当社は、環境教育・環境広報活動を通じて、全組織を上げて環境管理を推進し、
当社の事業活動を、自負を持って推進します。

④	生産性の向上を計り環境負荷低減に努める

この環境経営方針は当社の全組織に周知するとともに一般の人にも開示します。

2023年2月1日

株式会社県央資源センター

３.安全対策

運営安全運行を管理をおこないます。又、あらゆる安全装置や教育活動をおこない多角的なリスクマネジメントを実現していきます。

４.個人情報の保護

①	遵法性を重視した事業運営の実現

③	安全運転マナー教育の徹底と車両環境事故の未然防止

お客様の個人情報は、社内規程を遵守し厳重に管理します。お客様との取引を通じて知り得た情報を、ご本人の同意がある場合や法
令に基づく場合等の正当な理由なく、他に漏らすことはありません。

５.法遵守

国内法を遵守した企業活動をおこないます。社会秩序に脅威を与える反社会的勢力に対して、経済的な利益を供与しません。

６.職場の環境・安全・健康

労働災害の防止と最適な職場環境を促進します。また、健康増進やメンタルケアを含めた活動を推進します。

＜　有効資源の積極的回収＆リサイクルの推進で貢献を　＞　

環 境 経 営 方 針

２.サービス品質

私たちは、常にお客様目線で品質を捉え、お客様のニーズに応えられるサービスを提供します。一度利用されたお客様にリピートして
頂けるようなサービスの創造に努めます。

環 境 経 営 方 針
３.　環境経営方針

私たちは、大切なお客様により良い商品やサービスを提供し、支持いただき続けるための努力を常に怠りません。

経 営 理 念

１.お客様との関係

私たちの第一の責任は、商品やサービスを利用して下さるお客様の満足にあります。



４．環境経営目標

作成年月日：　　2023年2月1日

基準値

（2021年度） 2022 2023 2024

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

本社・事務所 17,126 0.426

本社・会議棟 7,320 0.441

本社・洗車場 6,510 0.441

本社合計 30,956 -

新早川置場 2,529 0.441

電力使用量 33,485 0.441

合計 kWh／年

油種別消費量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

灯油 <L／年> 2.490

LPG　<kg／年> 3.000

ガソリン　<L／年> 2.320

4,911

軽油　<L／年> 2.580

55,333

化石燃料合計
L／年

60,244

168,663

kg-CO2／年

一般廃棄物排出量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

1,353

kg／年

産業廃棄物排出量 基準値に対し ％削減 基準値に対し ％削減 基準値に対し ％削減

kg／年

水道使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

771

㎥／年

化学物質使用量 基準値に対し ％削減 基準値に対し ％削減 基準値に対し ％削減

kg／年

エコ商品購入率 基準値に対し 1 ％向上 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 3 ％向上

34.2

％

年間平均燃費 基準値に対し 1 ％向上 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 3 ％向上

4.12

1ℓ／ｋｍ

4
グリーン購入の推進

（2022年）
34.5 34.9 35.2

％以上 ％以上 ％以上

3
水使用量の削減

（2022年）

4
化学物質使用量の

削減（2022年）

763.3 755.6 747.9

㎥／年以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

0.0 0.0 0.0

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

2022年度

6,445 6,380 6,315

環境経営目標設定表
承　認

33,150 32,815

作　成

白井 岩永

kWh／年以下

7,174 7,100

30,337 30,027

2,504 2,478 2,453

L／年以下

58,437

0 0

L／年以下 L／年以下

0 0

kWh／年以下 kWh／年以下

二酸化炭素排出量の総量
計（kg-CO2）

L／年以下 L／年以下

59,642 59,039

L／年以下 L／年以下

166,976 165,289

Ｎｏ 環境方針 環境目標項目

1
二酸化炭素
排出量の削

減

電力使用量

kg／年以下

CO2
換算係数

年　度　目　標

年度 年度 年度

電力使用
量の削減
（2022年）

16,955 16,783 16,612

7,247

30,646

0

L／年以下

0

kg／年以下 kg／年以下

32,480

0 0 0

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

4,862 4,813 4,764

L／年以下 L／年以下 L／年以下

54,22654,780 53,673

L／年以下

※二酸化炭素排出係数は本社はリコージャパンR1年の調整後の排出係数0.426kg-CO2/kWh、その他は東京電力エナジーパートナーのR1年の調整後の
排出係数0.441kg-CO2/kWhを適用した。※年度表記は　月～　月の会計年度と同一期間を適用した。

化石燃料
消費量
の削減

（２０２2年）

一般廃棄物
排出量の削減

（2022年）

5
車輛燃費の向上

運搬車輛・軽油使用車15台平均値
4.16 4.20 4.24

1ℓ／ｋｍ以上 1ℓ／ｋｍ以上 1ℓ／ｋｍ以上

163,603

kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

2
廃棄物排出
量の削減

1,339 1,326 1,312

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

産業廃棄物
排出量の削減

（2022年）



5　環境経営目標の実績

◎　＝達成

〇　＝準達成

×　＝未達成

電力使用量
ＣＯ2

換算係数
基準値に対し 1 ％削減 目標に対し 〇×判定

本社・事務 17,126 0.426 97.2% 〇

本社・会議棟 7,320 0.441 90.0% ×

本社・洗車場 6,510 0.441 1044.6% ◎

早川置場 2,529 0.441 103.2% ◎

33,485

kWh

ガソリン消費量<L> 基準値に対し 1 ％削減

4,911 122.4% ◎

軽油消費量<L>

55,333 98.5% 〇

1 ％削減

基準値に対
し

1 ％削減

基準値に対
し

1 ％削減

基準値に対
し

1 ％向上

目標値に対
し

1 ％向上

9

車輛燃費の向上
運搬車輛・軽油使用車

15台平均値
4.12

◎

kg-CO2

116.1%

3,971

2022年2月～
2023年1月

2022年2月～
2023年1月

1,023

130.9%
kg

2022年2月～
2023年1月

〇

×

目標に対し

目標に対し

目標に対し

目標に対し

目標に対し

目標に対し

98.8%

93.5%

目標に対し

2022年2月～
2023年1月

17,449

2,427

2022年2月～
2023年1月

1ℓ/ｋｍ

平均燃費

1ℓ/ｋｍ 1ℓ/ｋｍ

54,780

2022年2月～
2023年1月

4,862

55,606

32.3

％ ％以上 ％

4.16 4.11

16,955

二酸化炭素総排出量の総量

28,541

kWh kWh

×

101.2%

82.1%

計（kg-CO2）

kg

1339

2022年2月～
2023年1月

930

㎥ ㎥

kg-CO2

168,920 167,230

kg-CO2

165,263

水道使用量

kg

㎥

◎

2
廃棄物
排出量
の削減

事業系一般廃棄物

1353

2.32

合計値に対し

一般廃棄物
排出量の

削減

合計

◎

0.441

重機・車両等の燃
料

消費量削減

※二酸化炭素排出係数は本社はリコージャパンR1年の調整後の排出係数0.426kg-CO2/kWh、その他は東京電力エナ
ジーパートナーのR1年の調整後の排出係数0.441kg-CO2/kWhを適用した。

２０２2年・活動期間

3
水使用量の削減

＜水道使用量：㎥＞
771 763

2,504

Ｎｏ

1
二酸化炭
素排出量
の削減

5

4

エコ品購入率

グリーン購入の推進
＜エコ事務用品購入額／

事務用品総購入額＞

2022年2月～
2023年1月

34.2 34.5

7,247 8,048

6,445 617

2.58

33,150

L

環境経営目標の実績

環 境 経 営 目 標 の 実 績 / 評 価 の 判 定 基 準

おおむね目標値どおりの場合（目標値に対して１00％未満、９5％以上の実
績値を達成）

目標値を上回った場合（目標値に対して１00％以上の実績値を達成した場
合）

目標値を下回った場合（目標値の９5％未満の実績値の場合）

評価2021年度 目標 実　績

基準値 2022年度

2022年度2月～
2023年1月

環境方針
（キーワー

ド）

環境目標項目
電力使用量

の削減



結　果　・　評　価

①　不要照明消灯の徹底

② 　空調管理の徹底

③　パソコンの省エネ設定

④　電力使用機器の増設（課題）

①　不要照明消灯の徹底

②　空調管理の徹底

本社・会議棟

①　電力使用機器の増設（課題）

②　照明設備の調整

本社・洗車場

①　不要照明消灯の徹底

②　空調管理の徹底

早川置場

①　省エネ運転の実行

②　車両・重機の点検実施

③　省エネ型自動車への切り替
え

①  分別管理の徹底

②  紙使用の削減

①　節水表示・掲示板

②　散水は必要最小限

③　洗車は高圧洗浄で節水

④　年に2回漏水点検

①　購入可能環境配慮商品の調
査

②　環境配慮商品のリストアップ

③　対象商品の購入

④　事務用品以外の購入検討

①車輌の適正管理（整備点検実
施）

②燃料使用量の把握（走行距
離、燃料使用量、燃費 ）

③デジタコの活用

④教育

10

（左記達成手段全て）

（左記達成手段全て）

（左記達成手段全て）

（左記達成手段全て）

5
車輛燃費の向上

運搬車輛・軽油使用車
16台平均値

①運航前点検・週点検・定期点検等を実
施。
②毎月集計を取ってデータベース化してい
る。
③デジタコの採点機能で見える化してい
る。
④安全運転教育の一環で認識教育してい
る。

取組内容を継続実施すると共
にエコドライブの実技教習を実
施していきたいと考えている。
（現在は認識教育のみ）

3
水使用量の削減

＜水道使用量：㎥＞

①掲示板は設置済み
②猛暑日の散水は時間管理で実施した。
③アルカリ水の導入で高圧洗浄機の割合
が多くなった。
④漏水事故があり、全体の使用量が多く
なった。

節水への認識教育と共に取り
組みに対する標準化（ルール）
を構築したいと考えています。

4
グリーン購入の推進
＜エコ製品購入額

／総購入額＞

①環境配慮商品の調査が不十分であっ
た。
②同じく１と連動してリスト化が出来ていな
い。
③既存ベースでの購入は実施している。
④未実施・①及び②の選定で取り組みた
い。

継続して環境に配慮した製品
の導入を推進する。今後は
50％以上の構成比を目指した
いと考えてる。

1
二酸化炭素
排出量の削

減

電力使用量
の削減

①トイレや事務所の不使用時の消灯は周
知徹底が不完全であった。②エアコンの設
定温度が不徹底であり、電源のON/OFFも
こまめに管理が出来ていなかった。③終
業時に電源を落とす取り組みが徹底でき
なかった。④コロナ対策の次亜塩素酸噴
霧器の設置６台が追加された。

電力設備・製品が増加してい
ることにより相対的には上昇
する予測。空調の適温化の徹
底他継続して取組む。
未使用設備類の電源OFFの
徹底。
パソコンのスリープや自動
シャットダウン機能を活用した
い。

本社・事務

電力使用量
の削減

①休憩所の照明をこまめに管理できてい
なかった。
②エアコンの設定温度が不徹底であり、電
源のON/OFFもこまめに管理が出来てい
なかった。

従業員教育の取組強化を実
施し、役割と責任に基づいた
管理体制を構築する。

化石燃料
消費量の削減

電力使用量
の削減

①休憩所・ロッカールーム・トイレ不使用時
の消灯は周知徹底が不完全であった。
②休憩室・営業部等、空調の適温設定は
管理が不十分であった。

従業員教育の取組強化を実
施し、役割と責任に基づいた
管理体制を構築する。

電力使用量
の削減

①アルカリ性・酸性水の生成機器導入（２
４時間稼働）したことによる電力使用の増
加。
②照明設備の時間設定（駐車場電灯設備
の点灯時間調整）

従業員教育の取組強化を実
施し、役割と責任に基づいた
管理体制を構築する。

2
廃棄物排出
量の削減

一般廃棄物
排出量の

削減

①細かい部分で分別の徹底が出来ていな
かった。
②用紙の削減はペーパーレス化の取り組
みが徹底されていない。
③裏紙使用については習慣が出来てい
る。

継続して取り組む。特に、分別
の徹底による資源化、リサイク
ルの推進を進める。

①最新のドライブレコーダーの導入でエコ
ドライブの数値化ができ、各運転者が気を
付けるようになった。②新型車の購入時に
おいて燃費向上のモデルを選定している。

取組を継続し、目標値の定義
をしつつ従業員の認識教育を
実施する。その他、重機類の
エコ運転も一層努める。

スケジュール

2月　～　1月

6 環境経営計画

Ｎｏ
環境方針

（キーワード）
環境目標項目

取　　組

次年度の内容

次年度の環境経営目標と環境経営計画

取組内容

（左記達成手段全て）

（左記達成手段全て）

（左記達成手段全て）

（左記達成手段全て）

（左記達成手段全て）



作成日： 承認 作成

記録日： 岩永

No． 基準値 CO2排出 取組内容 推進責任者 担当者 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 合計

電力使用量
1 ％削減

進捗評価
4,260 目標値 1,876 1,469 1,353 1,104 1,210 1,544 1,621 1,646 1,367 1,203 1,330 1,551 17,274.5

＜kWh＞ 目標累計 1,876 3,345 4,699 5,802 7,012 8,557 10,177 11,824 13,191 14,394 15,723 17,275 17,275
実績値 1,738 1,316 1,206 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4,260

実績累計 1,738 3,054 4,260 4,260 4,260 4,260 4,260 4,260 4,260 4,260 4,260 4,260 4,260
達成評価 ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○

電力使用量
1 ％削減

進捗評価
1,862 目標値 925 740 673 497 520 731 775 658 604 488 580 777 7,967.5

＜kWh＞ 目標累計 925 1,664 2,337 2,834 3,354 4,085 4,860 5,518 6,122 6,610 7,190 7,968 7,968
実績値 760 569 533 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,862

実績累計 760 1,329 1,862 1,862 1,862 1,862 1,862 1,862 1,862 1,862 1,862 1,862 1,862
達成評価 ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○

電力使用量
1 ％削減

進捗評価 〇 〇
122 目標値 70 90 37 38 43 45 43 56 58 45 44 44 610.8

＜kWh＞ 目標累計 70 160 197 235 277 322 364 421 479 524 567 611 611
実績値 42 41 39 0 0 0 0 0 0 0 0 0 122

実績累計 42 83 122 122 122 122 122 122 122 122 122 122 122
達成評価 ○ ○ × 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○

電力使用量
1 ％削減

進捗評価
797 目標値 189 171 189 179 168 237 266 235 207 166 183 212 2,402.7

＜kWh＞ 目標累計 189 360 549 729 897 1,134 1,400 1,634 1,841 2,008 2,191 2,403 2,403
実績値 205 184 194 0 0 0 0 0 0 0 0 214 797

実績累計 205 389 583 583 583 583 583 583 583 583 583 797 797
達成評価 × × × 　 　 　 　 　 　 　 　 × ○

化石燃料消費量

1 ％削減
進捗評価

灯油 <L> 灯油 目標値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
0 2.49 L 実績値 99 124 54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 277.0

都市ｶﾞｽ <Nm3> 都市ｶﾞｽ 目標値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
0 2.16 Nm3 実績値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

LPG　<kg> LPG 目標値 6 5 5 2 2 1 0 0 1 2 3 5 33.7
34 3.00 kg 実績値 5 4 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 14.2

ガソリン　<L> ｶﾞｿﾘﾝ 目標値 374 407 272 340 402 475 329 359 222 202 344 206 3,931.3
3,971 2.32 L 実績値 280 176 243 0 0 0 0 0 0 0 0 0 698.4

軽油　<L> 軽油 目標値 3,168 4,888 3,078 4,444 5,005 5,039 5,462 5,237 4,675 4,709 4,859 4,486 55,049.9
55,606 2.58 L 実績値 4,272 5,031 4,715 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14,017.5

目標値 4,474 6,302 4,122 5,623 6,332 6,558 6,909 6,666 5,835 5,795 6,149 5,683 70,449.0
目標累計 4,474 10,776 14,898 20,521 26,853 33,411 40,320 46,987 52,822 58,617 64,766 70,449 70,449
実績値 5,144 5,908 5,548 2 0 0 0 0 0 0 0 0 16,603

実績累計 5,144 11,053 16,600 16,603 16,603 16,603 16,603 16,603 16,603 16,603 16,603 16,603 16,603
達成評価 × ○ × ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 ○

CO2排出量 目標値 10,410 14,660 9,580 13,061 14,709 15,235 16,048 15,491 13,564 13,463 14,285 13,204 163,711.1
ＣＯ2 目標累計 10,410 25,070 34,650 47,712 62,421 77,656 93,704 109,195 122,759 136,222 150,507 163,711 163,711

152,832 排出 実績値 11,953 13,726 12,887 6 0 0 0 0 0 0 0 0 38,572
＜kｇ-ＣＯ2＞ kg 実績累計 11,953 25,678 38,566 38,572 38,572 38,572 38,572 38,572 38,572 38,572 38,572 38,572 38,572

達成評価 × ○ × ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 ○

1)一般廃棄物 一般廃棄物
　のリサイクル及び 総排出量 1 ％削減 進捗評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　最終廃棄物の削減 目標値 69 108 89 145 99 97 109 64 67 67 56 42 1,012.8

1,023 目標累計 69 177 266 411 510 607 716 780 847 915 971 1,013 1,013
（焼却） ＜kg＞ 実績値 34 35 40 47 0 0 0 0 0 0 0 0 156.0

実績累計 34 69 109 156 156 156 156 156 156 156 156 156 156
達成評価 ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 ○

水道使用量 1 ％削減 進捗評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇
目標値 0.0 181.2 0.0 144.5 0.0 197.0 0.0 146.5 0.0 126.7 0.0 124.7 920.7

930.0 目標累計 0 181 181 326 326 523 523 669 669 796 796 921 920.70
＜㎥＞ 実績値 0.0 142.0 0.0 136.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 278

実績累計 0.0 142.0 142.0 278.0 278.0 278.0 278.0 278.0 278.0 278.0 278.0 278.0 278.0
達成評価 　 ○ 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 ○

エコ商品購入率
＜ｴｺ商品購入額 1 ％向上 進捗評価 △ △ △ △ 〇 〇 〇
/総事務料品購入額＞ 目標値 42.5 37.3 46.2 67.0 36.4 19.7 7.7 31.5 57.2 37.3 30.4 25.8 109.8%

目標累計 43.9 40.3 42.2 46.3 44.3 37.5 31.9 31.9 34.1 34.3 34.1 33.3 33.3%
0.3 実績値 64.9 33.8 23.9 30.6%

＜％＞ 実績累計 0.0%
達成評価 ○ × × 　 　 　 　 　 × × × × ×

1 ％向上
進捗評価 △ △ △ △ 〇 〇 〇

年間・平均燃費 目標値 4.20 4.27 4.27 4.17 3.93 3.77 3.71 3.86 4.26 4.26 4.13 4.12 48.9

実績値 4.14 4.22 4.01 4.06 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 16.4

4.12 達成評価 ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 × × × × ×

注１）電力の二酸化炭素排出係数は東電2018年実績を適用
注２）化石燃料合計（ｶﾞｿﾘﾝ）は二酸化炭素排出量相当のガソリン量で集計

活動予定進捗評価 記号
予定通り実施 ○
一部未実施 △

予定実施できず ×

達成 確認・承認印

代表者 環境管理責任者
未達成

活動
評価
基準

目標値達成評価 〔是正処置・予防処置の要否〕 是正処置有

　2.　具体的活動内容及び推進責任者・担当者は、職場内検討により設定する。

是正処置有

　3.　活動予定欄には、月々の具体的活動予定事項を線表で表示する。
　4.　事業年度内の運用開始前の目標値及び実績値は記入すること。
　　　ただし、データ取りが目標の場合は除く。

　・目標の達成状況

〔作成方法〕 課題・問題点 課題・問題点 課題・問題点 課題・問題点
　1.　本表は、環境目標設定（取組項目、基準値、目標値）に沿って、毎年作成する。

〔評価基準〕

〔定期的確認評価コメント〕

　・取組状況の確認

④※Bエコアク教育

③デジタコの活用

④教育（A安全講習・社内課題・Bエコアク）
4.08

平均燃費
1ℓ/ｋｍ

活動予定 ①②③④Aは実施中
軽油使用車
15台平均値

　基準値の ②燃料使用量の把握
（走行距離、燃料使用量、燃費 ）

5
車輛燃費の向上
運搬車輛・軽油使用車
15台平均値

①車輌の適正管理（整備点検実施）

岩永
東條
田尾
井尾

エコ商品
購入率

%

活動予定 ①・②・④計画中（未実施）③は毎月実施中
エコ商品購入率

②環境配慮商品のリストアップ

③対象商品の購入
1.3

＜％以上＞

4 グリーン購入の推進

①購入可能環境配慮商品の調査

岩永
勝海

④事務用品以外の購入検討

水
使用量

㎥

活動予定 ①・②・③・④実施中
　基準値の

②散水は必要最小限

920.7
③洗車は高圧洗浄で節水

＜㎥以下＞

3 水使用量の削減

①節水表示・掲示板

岩永 東條

④年に2回漏水点検

岩永 佐藤

一般
廃棄物
排出量

ｋｇ

活動予定 ①・②・③実施中
　基準値の

②裏紙使用で紙使用量の削減

1,013
③IT化により紙使用量の削減

2

廃
棄
物
排
出
量

の
削
減

①分別徹底

＜kg以下＞

1

合計
L(ｶﾞｿﾘﾝ換

算値)

計

CO2排出量

〔数値目標/実績〕151,304

東條
田尾

化石
燃料

1）化石燃料消費量
　　の削減

＜kｇ-ＣＯ2以下＞

LPG　<kg>
34

ガソリン　<L>
3,931

軽油　<L>

岩永

0
都市ｶﾞｽ <Nm3>

0

55,050

取り組み実施中
　基準値の

②出庫前点検を実施

③帰庫後のエコドライブ点数確認
灯油 <L>

①朝の点呼でエコ運転を指示

岩永 川口
電力
kWh

活動予定 取り組み実施中
　基準値の

②空調の適温化(冷房26、暖房22度)

789

1）電力使用量の削
減

0.441

①不使用照明の消灯

早川置場
＜kWh以下＞

活動予定

東條
電力
kWh

活動予定 取り組み実施中
　基準値の

②設備機器の定期的メンテナンス実施

121
＜kWh以下＞

1）電力使用量の削
減

0.441

①駐車場照明灯の時間調整

岩永

本社・洗車場

電力
kWh

活動予定 取り組み実施中
　基準値の

②空調の適温化(冷房26、暖房22度)

③OA機器のセーブモード設定
1,843

＜kWh以下＞
④設備機器の定期的メンテナンス実施

4,217
＜kWh以下＞

④設備機器の定期的メンテナンス実施

佐藤

1）電力使用量の削
減

0.441

①不使用照明の消灯

岩永 東條

本社・会議棟

進捗状況評価 2024年1月31日

×未実施　△一部実施　〇取組内容を実施次年度の環境経営計画取り組み

電力
kWh

活動予定 取り組み実施中
　基準値の

②空調の適温化(冷房26、暖房22度)

③OA機器のセーブモード設定

環境目標項目 目標値 実績評価項目

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

1）電力使用量の削
減

リコージャパン

0.462

①不使用照明の消灯

岩永

本社・事務

10/12



環境管理責任者

岩永

会社名 株 式 会 社 県 央 資 源 セ ン タ ー 確認日

住所 神 奈 川 県 綾 瀬 市 早 川 3085 番 地 2022年9月15日

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 適合

特別管理産業廃棄物・収集運搬基準（施行令第６条の５第１項第１号） 適合

特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法） 適合

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律（小型家電リサイクル法） 適合

使用済自動車の再資源化等に関する法律（自動車リサイクル法） 適合

建設工事に係わる資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法） 適合

食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律（食品リサイクル法） 適合

容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進に関する法律（容器包装リサイクル法） 適合

消防法（危険物関連） 適合

火災予防条例（東京都） 適合

下水道法　綾瀬市下水道条例 適合

水質汚濁防止法 適合

浄化槽法 適合

土壌汚染 土壌汚染防止法 適合

大気汚染防止法 適合

フロン排出抑制法 適合

綾瀬市環境基本条例 適合

10

廃棄物
廃棄物の処理及び清掃に関する法律

(廃棄物処理法)（産業廃棄物の適正処理）
結果

廃棄物

８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果　並びに違反、訴訟等の有無

Ⅰ.遵守義務のある法規関係

環 境 関 連 法 規 等 遵 守 状 況

区分 環境関連法規等名称 遵守評価

当社に関係する環境関連法規は下記のとおりですが、下記のように
遵守状況を2022年9月に確認した結果違反はありませんでした。

また関係機関からの違反等の指摘。環境関連の訴訟も過去３年間ありません。

適合

適合

資源循環
(リサイクル）

大気汚染

消　　防

水質汚濁

特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律
（オフロード法）

自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量の削減等に
関する特別措置法
（自動車ＮＯｘ・ＰＭ法）



代表者承認 環境管理責任者

見直し実施日 （　☑定期見直し　□臨時見直し　）

見直し対象期間

出　席　者

【環境経営システムが有効に機能しているか】（①、③、④、⑤等を踏まえて評価）

【環境経営への取組が適切に実施されているか】（②等を踏まえて評価）

⑥その他（法規制の動向や取引先からの「グリーン調達」の情報等）

　　②事業年度が終了したら、速やかに終了事業年度（登録審査の場合は登録の運用期間）の見直しをすること。

〇
車輌美化やアルカリ水による環境配慮の取り組みにおいて、必然的に使用量は
増大している。※アルカリ水は水質改善に影響している。

注）①定期的（少なくとも毎年1回）に実施すること。登録審査の場合は、臨時に行うこと。　

初年度は分別についてのマニュアル化や役割と責任に基づいてPDCAで管理し
ていきたいと考えている。

水使用量の削減 ×

代表者による
評価・見直し

変更の必要性
の有無・変更に
必要な具体的

指示事項

【環境経営方針】 変更の必要性　：　□有　　☑無　

強化として・
③ 安全運転マナー教育の徹底と車両環境事故の未然防止
⑤ 環境関連企業としてブランディングイメージの確立

【環境経営目標及び環境経営計画】 変更の必要性　：　□有　　☑無　
強化として・
安全運行を推進します。又、あらゆる安全装置や教育活動をおこない多角的なリスクマネジメントを実現していきます。

【実施体制】

　　③事業内容の変更や重大な事故・不適合が生じた場合等の時は、臨時の見直しをすること。

９．　代表者による全体の評価と見直し・指示

②環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況、その評価結果(環境経営計画兼実績書による）

保管：EA21事務局
代表者による全体の評価と見直し

結果報告書 白井 岩永

2023年     2月     1日

2022年　2月1日　～　2023年 1月  31日

前回の見直し記録より
指示への取組結果

指示事項１引き続き、コンプライアンス体制の強化を実施すること
対応状況・取組結果：毎月の安全教育が継続しており従業員にも順法への認識が定着しつつある。
指示事項２：省エネ体質が実現できるように取り組みを見える化させること。
対応状況・省エネ意識やSDGSなどの関心については関心が低く、計画的な教育・意識付が必要と思う。

見直しに必要な情報

①環境関連法規の遵守状況(環境関連法規等取りまとめ表兼遵守確認評価表による)

③適用範囲、実施体制

④問題点の是正処置及び予防処置の結果（是正／予防処置報告書による）

⑤外部からの環境に関する苦情等の受付結果(外部コミュニケーション記録による)

　代表者、環境管理責任者、部門責任者

環境管理責任者によ
る報告

経営的観点

①コンプライアンスチェックは1年に一回以上、定期確認を実施している。
②新型コロナ対策による空気清浄機・加湿器を増設していることが懸念される。（継続課題）
③アルカリ・酸性水生成装置の導入にあたり使用電力の増加が懸念される。（環境配慮のコストと考えるべきか？）

目標項目
目標達
成状況

経営計画
実施状況

目標・経営計画実施状況の評価（達成の場合：目標設定方法や取組方法の問
題点、次年度の方向性　　未達の場合：原因の明確化、次年度の目標や対応
策）

二酸化炭素排出量
　　　　　　の削減

〇 〇
初年度は基本的な節約意識への認識教育を実施したい。マニュアル化や役割
と責任に基づいてPDCAで管理していきたいと考えている。

廃棄物排出量の削減 〇 〇

【総　括】　(環境活動レポートに転記)

本年度よりエコアクションに変更したが、引き続き取り組むべき課題は継続してください。
エコアクションに切り替わることによって、簡素化した部分はより具体的な実行力のある経営マネジメント＝環境マネジメントと
して実践していくことを要望します。

変更の必要性　：　□有　　☑無　

強化として・役割と責任に基づいた実効性のある運営体制

【環境経営システム等】 変更の必要性　：　□有　　☑無　

強化として・役割と責任・標準化の推進・教育体制


